
みなさまのご意見、ご要望をお聞かせください
9月定例会の論戦の詳細についてはホームページに掲載されています。
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立川由美 
反対討論

｢2019年度一般会計決算｣認定に
日本共産党反対

　児童や職員に対する傷
害容疑で、副園長が逮捕さ
れるに至った宗像市の日の
里西保育園。県と宗像市
は、くり返し行政監査で指

　西鉄バスから、田川、香春、小倉南区を結ぶ「後
藤寺中谷線」を、9月末日で廃止するとの申し出が
ありました。国県の補助や田川市と香春町の負担
で存続させてきた路線です。高瀬議員は、県の交
通ビジョンで「過疎地域の交通ネットワークの確
保」を謳っており、「広域路線については県の責任」
と指摘、国に対し、移動手段確保のための大幅予
算増、運行従事者の賃金、労働条件の適正化を図
る措置を求めよと知事に迫りました。また、移動
の権利や事業者の責務を明確にする公共交通条
例の制定を求めました。
　知事は路線廃止について、「沿線市町村と協
議する」と答弁、「国に対し予算要望や全国知事会
を通じて路線存続を要望している」「新型コロナに
よる雇用対策として、バス運転手の育成支援を
行っている」と答えました。

「県の対応は不十分」
日の里西保育園問題、
厳正な対応を

　コロナ禍で、潜在的なＤＶ被害が想
定されます。立川議員は、気軽に行え
るＳＮＳ、とりわけ若い世代向けにはラ
インによる相談体制を知事に求めまし
た。また、自立してＤＶ被害から抜け
出すための住宅確保と就労支援が必
要と指摘し、県の取り組みについて質
しました。
　知事は、「国の電話やメールでの２４
時間相談の周知を図っている」「国のＳ
ＮＳ相談の動向を注視する」と答弁、

コロナ禍のＤＶ対策、
積極的な支援を

　コロナ感染症の特徴は、無症状感染者からの感染が起る
ことです。立川議員は、感染者数が減少傾向のいま検査の
抜本的強化を行うこと、感染震源地を明確にし、その地域の
住民、事業者の全体を網羅的に検査し情報を開示すること、
感染リスクが高い施設の職員、出入り業者を定期的に検査
すること、自治体独自の取り組みに全面的な財政措置を国に
要請することなど、知事に求めました。
　知事は、「補正予算で措置し検査数を引き上げる」「身近な
医療機関で検査を受けられる体制を整備する」と答える一
方、「検査が必要な方、治療が必要な方を対象に」と、従来
方針を踏襲しながらの体制の強化について言及、立川議員

感染を抑え込む戦略を明確に、
ＰＣＲ等検査の抜本的拡充を

「広域バス路線の存続は
県の責任」
県民の移動権を保障せよ
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　2019年度は、消費税率10％への増税を前提とし、県立公文書館等の
あらゆる使用料、手数料の改定・増額が行われ、事務事業の見直しとして
本来充実すべき事業が廃止・減額されました。
　小石原川ダムや工業団地開発は引き続き推進し、必要性・採算性が明
確でない「下関北九州道路」に例年通りの調査費を執行する一方で、浚渫
などを行う河川改修費は毎年1億円ずつ減らされています。児童生徒一
人当たりの予算は全国最少県の一つ、少人数学級に対する県単独予算も
なく、私学助成の県独自予算も据え置かれたままです。
　立川議員は、県民の暮らし
や営業を支え、医療や保健
衛生体制の充実や連続する
災害対策の強化が必要とし
て、緊急度の高い予算を優
先的に措置するよう知事に
求め、2019年度一般会計
決算の認定に反対しました。

は、「それでは
感染経路をた
どる範囲でし
か無症状感染
者を把握でき
ない」と批判し
ました。

導を行ってきたにもかかわらず、改善されません
でした。高瀬議員は、「長期に指導のレベルで運
営を続けさせたことは問題」と指摘、許認可権者
である知事に、「なぜ、勧告、命令など厳しい措置
をしなかったか」と質しました。
　知事は、「そのときどきで必要な対応を行ってき
た」、「第三者機関の評価を踏まえ改善が見られな
い場合、児童福祉法に基づく措置をとる」と答弁、
高瀬議員は、「県の対応は不十分」と指摘、厳正な
対応を重ねて強く求めました。
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7月豪雨の被災地支援に関する
申し入れ（7月29日）

7月豪雨の被災地支援に関する
申し入れ（7月29日）

PCR等検査の拡充を求め知事に申し入れ（8月5日）PCR等検査の拡充を求め知事に申し入れ（8月5日）

大牟田市の三川ポンプ場を
調査（7月9日）

大牟田市の三川ポンプ場を
調査（7月9日）

共産党県議団と久留米市議団で浸水した久留米市街地を調査（7月7日）共産党県議団と久留米市議団で浸水した久留米市街地を調査（7月7日）

自立支援について、県営住
宅の当選倍率の優遇、臨床
心理士によるケア、求人情
報や高等技術専門学校の職
業訓練の情報の提供、保育
所の入所手続き支援などを
紹介しました。

小倉南区
福岡市東区

7月豪雨 被災地支援に奮闘


